
医療法⼈ 平⼼会 スタッフ（インクロム社員を含む）

◎⽇本臨床薬理学会

発表者 学会名 題名

1 ⽊元 隆之 他
⽇本臨床薬理学会 第38回年会
Jpn. J. Clin. Pharmacol. Ther. 48 Suppl(S104) 2017

IRB審議資料の電⼦化についてのアンケート調査

2 迎 将樹 他
⽇本臨床薬理学会 第35回年会
Jpn. J. Clin. Pharmacol. Ther. 45 Suppl(S330) 2014

第1相試験でみられる特徴的な臨床検査値の推移について

3 ⽊元 隆之 他
⽇本臨床薬理学会 第33回年会
Jpn. J. Clin. Pharmacol. Ther. 43 Suppl(S104) 2012

ランチョンセミナー16国際共同治験-FDA査察で求められること-
「我が国治験実施施設に対するFDA査察の実際と対策について」

4 中井 孝久 他
⽇本臨床薬理学会 第33回年会
Jpn. J. Clin. Pharmacol. Ther. 43 Suppl(S289) 2012

簡易測定キットによるHbA1c(NGSP)値の検討

5 冨樫 藍 他
⽇本臨床薬理学会 第33回年会
Jpn. J. Clin. Pharmacol. Ther. 43 Suppl(S329) 2012

治験実施医療機関から⾒た有害事象の因果関係判定における基準と判定時の問題点

6 ⼭⽥ 彩⼦ 他
⽇本臨床薬理学会 第31回年会
Jpn. J. Clin. Pharmacol. Ther. 41 Suppl(S207) 2010

サラゾスルファピリジンの薬物動態と消化管排出輸送トランスポーター -マイクロドーズを⽤いた検討-
(NEDO MicroDose-PJ)
第1相臨床試験でみられる特徴的な臨床検査値の推移について

7 星場 未来⼦ 他
⽇本臨床薬理学会 第31回年会
Jpn. J. Clin. Pharmacol. Ther. 41 Suppl(S271) 2010

臨床試験の効率化へ向けた実施医療機関及びSMO側の取り組み〜Off Site SDVの提案〜

◎CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議

発表者 学会名 題名

1 ⻄沢 渉 他 第21回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2021 in 横浜 コロナ禍におけるWebミーティングの現状･ ―New Normalになれるか―

2 相原 ⾠⾏ 他 第17回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2017 in 横浜 治験スタッフリストへの登録者についてのアンケート調査

3 加藤 詩乃 他 第14回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2014 in 浜松
⾃⼰注射に対するアンケート調査と不安軽減⽅法についての検討-⾃⼰注射を使⽤中の患者のアンケート結果
より-

4 津野 希和⼦ 他 第13回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2013 in 舞浜 ボトル包装の治験薬に関する被験者の意識調査

5 ⻄村 幸希 他 第13回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2013 in 舞浜 FDA査察の経験から⼩規模提携医療機関での治験実施体制の⾒直し

6 ⾕ 沙希⼦ 他 第13回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2013 in 舞浜 中⼼⾎圧測定装置の導⼊時における問題点と対策について〜測定者実施者のアンケート結果より〜

7 加藤 詩乃 他 第13回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2013 in 舞浜 ⾼⾎圧症患者における降圧薬の服薬アドヒアランス低下のリスク－降圧薬のウオッシュアウトの影響－

8 杉⼭ 真理 他 第12回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2012 in ⼤宮 ⼤災害発⽣時の対策

論⽂投稿および学会等発表（2009年12⽉〜）



9 ⽯上 紘代 他 第11回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2011 in 岡⼭
緑内障・⾼眼圧症治療薬の治験における眼圧変動の検討－プロスタグランディン製剤点眼ウオシュアウトの
影響－

10 清⽔ 佑加⼦ 他 第11回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2011 in 岡⼭ 健康成⼈における50％ショ糖負荷時の⾎糖推移の検討

11 清⽔ 佑加⼦ 他 第10回 CRCと臨床試験のあり⽅を考える会議 2010 in 別府 ⼤阪治験病院におけるチーム医療の現状と課題

◎その他

発表者 講演会等名 題名

1 ⽊元 隆之
サイエンス＆テクノロジー セミナー
三⽥NNホール＆スペース（東京港区芝）  2013年1⽉24⽇

グローバル開発で要求される
臨床現場でのALCOA実践とソースドキュメントの残し⽅
〜ICH-GCP下のALCOAの考え⽅・ソースドキュメント定義と査察での確認事例〜
「国際共同試験におけるFDA-GCP査察事例〜ALCOAの視点から〜」

2 松島 学 第9回 DIA⽇本年会（東京） 2012年11⽉20⽇ 提携医療機関におけるFDA査察について

3 ⽊元 隆之 EFPIA合同研修会  2012年11⽉9⽇ 最新のFDA査察状況報告「国際共同治験におけるFDA査察について」

4 ⽊元 隆之
第 107 回薬事エキスパート研修会（レギュラトリーサイエンス財団）
2011年11⽉7⽇

国際共同治験におけるGCP査察の動向と対応（その2）
－我が国の医療機関に対するFDA査察の実際②および欧⽶の規制動向8GCP Initiativeその後）について－
 「わが国治験実施施設に対するFDA査察の実際と対策について」

5 ⾺屋原 宏 他
国際共同治験推進会議 in Matsuyama （松⼭、愛媛）
－国際共同試験の現状と課題－ 2010年2⽉6⽇

探索的薬物動態試験（マイクロドーズ臨床試験）
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